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PtII complexes with appropriate p-electronic ligands were found to show stacking assemblies 

and phosphorescence properties due to their characteristic electronic properties based on the 
square planar coordination of PtII.  Thus far, dipyrrolyldiketone PtII complexes have been 
prepared as p-electronic systems exhibiting unique electronic and optical properties upon anion 
binding.  In this study, p-extended dipyrrolyldiketone PtII complexes were synthesized for the 
investigations of electronic and optical properties as well as the anion-binding and assembling 
behaviors.  
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適切なπ電子系配位子

を有する PtII錯体は、平面

4 配位構造を基盤とした集

合体の形成やリン光など

の光物性を示す。これま

で、アリールピリジンを配

位子として用いたジピロ

リルジケトン PtII錯体は、

アニオン会合にともなう

電子・光物性の変調およびイオンペア集合化が可能であることを明らかにした（Figure 
1）。1) 本研究ではπ共役拡張型ジピロリルジケトン PtII錯体を合成し、電子・光物性

やアニオン会合挙動の検証、またイオンペア集合化を検討した。α-フェニルエチニ

ル置換ジピロリルジケトン BF2 錯体 2)と水酸化リチウムを酢酸中で加熱することで、

脱 BF2化したジケトンを得た。つづいて THF 中でフェニルピリジンと PtII試薬を混合

したのち、TfOH を滴下し、さらに塩基性条件下で調製したジケトンの THF 溶液を加

えることで、PtII錯体 2を収率 15%で得た（Figure 2）。脱酸素 CH2Cl2中で 2は 462 nm
に極大吸収を示し、室温で蛍光（490 nm）とリン光（600 nm）が観測され、吸収、リ

ン光が 1bよりもそれぞれ 47 nm、79 nm 長波長側にシフトすることが示された。3)  
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